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研究成果の概要（和文）：　日本海地域とこれに関係の深い諸大名を対象に、藩と藩、藩と幕府との間にみられた情報
収集・交換の実際と意義について究明した。具体的には、奥羽大名の関ケ原合戦前後の情報獲得、加賀藩家臣団形成過
程における情報ネットワーク、萩藩の幕府との交渉における人脈の在り方等が解明された。また、松平忠直事件という
政治的重大事件をめぐり、福井藩・津山藩・秋田藩・幕府の動向が、一次史料を用いた事実究明と、家譜・系譜類にみ
る言説の変遷という両側面から解明され、事件の過程における情報獲得・交換の在り方が明らかになった。これらの研
究成果については、科研費研究成果報告書『近世初期の大名と情報』として刊行した。

研究成果の概要（英文）：This study, targeting on Daimyos (feudal clans) on the coast of the Sea of Japan, 
elucidated actual conditions and significances of information collection and exchange between a Daimyo 
and another or between a Daimyo and the shogunate; for example, about the information acquisition of 
Daimyos in the northeast region before and after Sekigahara battle, the information network in the 
formation process of Kaga clan vassal group and the role of personal connection in the negociations 
between Hagi clan and the shogunate. In addition, the political trend of Fukui clan, Tsuyama clan, Akita 
clan and the shogunate in Matsudaira Tadanao incident, a political milestone in the early 17th century, 
was elucidated through both the fact investigation using the primary historical materials and the 
transition of discourse seen in genealogies of Daimyos and their vassals. These research results were 
published as a research report, "Early Modern Daimyos and information".
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１．研究開始当初の背景 
16 世紀後半から 17 世紀半ばにかけては、

戦国動乱の時代から近世統一政権の成立期
であり、織豊政権を経て、徳川政権（江戸幕
府）がその政権基盤を確立した時期である。
いわば中・近世移行期といえる時期であるが、
当該期について、近年では村・地域を対象と
した村請制や土豪の位置づけなど、中・近世
の連続・非連続をめぐる論議が展開されてい
る。一方、織田政権・豊臣政権・徳川政権そ
れぞれの性格をめぐっても、天皇・朝廷との
関係性、そして東アジア情勢との関係性も視
野に入れた近世国家論として展開している。 
 そうしたなかで、戦国大名から幕藩大名へ
と変質しながら、各地に展開した諸大名の動
向については、個別的な検討はあっても、広
域的かつ俯瞰的に追究されたことはなかっ
たのではないか。各大名と朝廷・幕府との関
係、各大名間の関係などを広域的・俯瞰的に
追究することによって、16 世紀後半から 17
世紀半ばにかけて、すなわち中・近世移行期
の政治史研究に新たな展開をもたらすもの
となろう。 
 そして、この研究を遂行するうえで重要な
視点として〝情報〟を設定し、〝情報〟をキ
ーワードに、諸大名と政治的〝中央〟（京
都・江戸）を結ぶ情報の流れ、諸大名間にお
ける情報交換の在り方の解明を主眼に置く。
戦国大名は他地域との情報の流通を個別の
使者に頼っていたとされるが、幕藩大名では
情報、とりわけ政治情報の回路が常に政治的
〝中央〟と関連付けられるとともに、情報の
収集・管理が制度化され、システムとして機
能するようになると考えられる。これを〝情
報システム〟として捉え、情報ルートと密接
に関わる物流や交通に関する従来の研究蓄
積も踏まえ、複合的な観点から追究すること
によって、情報と政治をめぐる新たな研究成
果が得られるものと考える。 
 
２．研究の目的 
 そこで本研究では、16 世紀後半から 17
世紀半ばの日本海地域を舞台として、戦国
大名から幕藩大名へと変質するなかで、諸
大名家がいかに情報収集・管理のシステム
化を達成するかを、（1）諸大名と朝廷・幕
府関係者との交流、（2）諸大名間の交流、
（3）大名家内部機構の機能、という個別
の大名家がそれぞれに持つと考えられる情
報収集・管理の回路に注目して解明し、そ
の分析結果を比較対照し、日本海地域社会
のなかに位置付けることにより、当該期の
日本海地域の政治的特質に迫ろうとするも
のである。 
そして、分析・検討に当たっては、当該地

域の大名家に伝来した史料の調査・蒐集を通
じて、重大な政治的動向に対する各大名にお
ける情報収集の在り方、諸大名間における情
報交換の在り方と、その変化に着目する。諸
大名間および幕府と大名間の関係を複合的

に考察し、〝情報〟をキーワードに広域的・
俯瞰的に解明することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
日本海地域の大名家史料について、広範

な調査を行なう。対象は大名家本体や重臣
家に伝来した一次史料はもちろん、当主の
伝記や家臣団の系図・家譜などの編纂史料
も含み、それらの史料に登場する人物情報
をデータベース化することにより、編纂史
料を研究資源化し研究に役立てる。 
各大名家では、膨大な編纂史料や系譜史料

を残している場合があり、それらの史料を検
討することによって、中・近世移行期におけ
る動向が各藩において後世にどのように伝
えられたのかを解明することも、歴史の記憶
と記録という観点から興味深いテーマとな
るものである。 
具体的には、秋田藩佐竹家、加賀藩前田家、

福井藩松平家、長州藩毛利家を重点的に調査
し、関連して仙台藩伊達家、米沢藩上杉家、
津山藩松平家等々をも調査した。そのなかで、
秋田藩の藩主・家老間の書状を目録化すると
ともに、同藩家臣の系譜「元禄家伝文書」を
全点調査・撮影し、加賀藩前田家家臣の系譜
「先祖由緒并一類附帳」についても全点調査
し、必要な部分を撮影した。また、「先祖由
緒并一類附帳」および秋田藩家老梅津政景の
日記「梅津政景日記」については、学術支援
職員を雇用して、データベース化のための入
力作業を行ない、研究資源化を試みた。 
一方、研究の進捗状況の確認と成果の中間

報告のために、研究代表者・研究分担者によ
る研究会を２回開くとともに、最終年度には
公開研究会「近世初期の大名と情報」を開催
し、研究代表者・研究分担者５名が報告した。 

 
 
４．研究成果 
日本海地域とこれに関係の深い諸大名を

対象に、藩と藩、藩と幕府との間にみられた
情報収集・交換の実際と意義について成果が
得られた。具体的には、以下のようになる。 
（1）仙台藩伊達氏を始めとする奥羽大名の
関ヶ原合戦後における対徳川氏をめぐる情
報獲得の在り方を究明した。 
（2）加賀藩家臣団の「由緒」を素材に、家
臣団形成過程を明らかにし、そこにおける人
的ネットワークの存在を指摘した。 
（3）長州藩の藩庁における独特の文書管理
方法が、幕府との交渉過程で得られた人脈の
情報の保存に役立ったことを解明した。 
（4）元和９年（1623）に起こった越前北荘
城主松平忠直の隠居事件という政治的重大
事件をめぐり、当事者といえる福井藩と津山
藩の動向、それとは異なる立場の秋田藩の状
況等を分析し、一次史料を用いた事実究明と、
家譜・系譜類を対象とした事件に対する言説
の変遷の解明とを行なった。 
以上、研究成果を当該期の日本海地域社会



全体に位置づけるには、さらに課題とする点
も少なくないが、これらの研究を通して、〝
情報〟をキーワードとする近世初期大名を
とりまく諸側面が明らかになった。とくに、
松平忠直事件という政治的重大事件をめぐ
っては、事件の過程における情報獲得・交換
の在り方について、従来にない大きな成果が
得られたと考える。 
なお、これらの研究成果については、公開

研究会での報告５本をベースに、ほかに関連
成果２本を加えて、科研費研究成果報告書
『近世初期の大名と情報』（東京大学史料編
纂所研究成果報告 2015－2）として刊行した。
この報告書は、大学・研究機関・研究者等に
送付した。 
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